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ダブルケアの現実

ダブルケアとは
子育てと並行して介護を行う
ことをダブルケアと呼ぶ。
また介護だけではなくケアが
必要な家族のお世話を担っ
ている場合も含む。

介護の場合でも
6割の人は備えなし
予防的支援は必要では・・・
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子育てが
大変

子育て支援
拠点を開設

子育て家庭
課題が多い

相談支援
スタート

子育ての悩み

…家族の課題

実施の経緯

① 発達課題
② 心の不調
③ 介 護

ダブルケアへの

家族の力 を
つけるには…
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たとえばこんな家庭が…

シングルマザー 長男 5歳との2人暮らし
<経緯> 離婚のストレス

一人で子育てをする責任

仕事と人間関係のもつれ 心の不調に

<現状> 働かないわけにはいかない

這うように出社

起き上がれない

子どもの世話ができない
子 育 て

離 婚

仕事のストレス

心 の 不 調

複合的な課題が重なり動けなくなる

とりあえずの

予備知識
支援窓口

(フォーマル・インフォーマル)
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当事者へのヒアリングを実施
それぞれの現状、支援へのニーズ

「連携可能性」のある関係機関、支援機関に足を運ぶ

事業周知
各所の役割の理解

連携イメージの意見交換

互いをニーズを知る 関係性を事業の力に

集団託児担い手
の育成

実施に向けたアクション



5

まわりを事業に巻き込んでいくアクション

NEW

横ぐしを通す

子育てネットひまわりの事業

▼
地域から「必要」と認められる事業へ

範囲を広げる課題を話題にすることで
みんなから

意識される課題にする
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広報周知

参加のきっかけ

チラシ ホームページ SNS ひろば掲示 紹介 その他

地域包括との連携…アウトリーチ
各支援団体との連携

…当事者に届くように
マスコミとの連携…目的の周知
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実施スタイル

① 体験から考える ケーススタディ

② 互いの感じたことを共有する グループトーク

③ 必要な知識を身につける 情報提供

④ つながりを得られる ピアメンター
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共感
• 経験者の話が心に響いた

・自分の心構えの手がかりになり心強い

• 当事者のお話しを聞くことができて共感して涙した

・グループワークでたくさん話して元気が出た

・一人ではなく、みんな体験していることを知った

見通し
・人の話を聞いて気が付くことがあった

・経験者の話で具体的な手立てを知った

・もうだめだと思っていたことに見通しが見えた

情報や新たな考え方を知る
・知らないまま不安だったことが、基礎から勉強になった
・知りたいと思っていた情報を得ることができた
・予防的な知識を得ることができた
・経験者から直接聞くことができ、自分のやるべきことが見えた

安心感
・少人数のグループはホッとした

・同じ境遇の人とのお話は安心する。

・こっそり質問ができるシステムがよかった。

・お茶や音楽でリラックスできてよかった。

・本音でしゃべれる場は貴重な場

参加者の声
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成果と課題

実施場所の選定
時間配分
雰囲気づくり
質問対応どこまで?
参加者のゆるやかな見守り

満足度

とても満足 やや満足

とても満足

今後の参加

参加したい
100パーセント
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課題とこれからの方向性

身近で安心できる場づくり
2時間の着地点
→敷居の低い支援の入口として
交流を長く ケースを短く
参加者のネットワークづくり
各機関との連携とフォロー体制

参加者向け非公開の
グループの運営
常時、必要な情報提供
を継続中


